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近
隣
の
歴
史
を
探
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『
星
居
山
』
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
「
ほ
し
い
や
ま
」
で
は
な
く
、

「ほ
し
の
こ
や
ま
」
と
読
む
。 

星
居
山
は
旧
三
和
町
と
旧
神
石
町
の
境
に
位
置
し
、
北
は
大
山
、

南
は
四
国
連
山
を
展
望
で
き
る
標
高
八
三
五
ｍ
の
山
。
広
島
県
東

部
で
は
最
高
峰
で
あ
る
。 

星
居
山
に
は
次
の
よ
う
な
不
思
議
な
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
る
。 

 

  
 

 
 

孝
徳
天
皇
の
大
化
元
（六
四
五
）年
、
閏
正
月
元
旦
の
夕
方
、
吉 

 
 

 

備
国
の
山
奥
で
天
空
が
鳴
動
す
る
と
見
る
間
に
、
奥
山
一
体
と
麓 

 
 

 

を
七
里
の
広
さ
に
わ
た
っ
て
真
昼
の
よ
う
に
パ
ッ
と
明
る
く
照
ら
し 

 
 

 

た
。
し
か
し
、
こ
の
光
も
夜
明
け-

日
の
出
の
頃
に
は
消
え
去
っ
た
。 

 
 

 
 

そ
の
翌
日
も
同
じ
よ
う
な
現
象
が
起
こ
っ
た
が
、
三
日
目
に
は
夜 

 
 

 

中
に
な
っ
て
も
何
事
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
安
心
し
て
い
る
と
、 

 
 

 

ま
だ
暗
い
明
け
方
に
ま
た
ま
た
天
空
の
彼
方
に
大
鳴
動
が
起
こ
り
、 

 
 

 

昼
の
よ
う
に
明
る
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
夜
が
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
る 

 

 
 

 

に
従
い
平
常
通
り
に
な
っ
て
、
そ
の
後
は
何
も
起
こ
ら
な
か
っ
た
。 

 
 

 
 

と
こ
ろ
が
、
五
月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
正
月
と
同
じ
よ
う
な
大 

 
 

 

鳴
動
と
と
も
に
、
大
光
線
が
山
内
や
山
麓
の
七
里
四
方
を
真
昼
の 

 
 

 

よ
う
に
照
ら
す
奇
現
象
が
起
こ
っ
た
。
里
人
た
ち
は
集
ま
っ
て
情 

 
 

 

報
を
交
換
し
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
不
思
議
な
現
象
が
起
こ
る
地 

 
 

 

区
は
「
阿
知
名
山
」
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
の
頃
は
諸
国
に
不 

 
 

 

思
議
な
こ
と
が
起
こ
る
と
朝
廷
へ
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決 

 
 

 

ま
り
だ
っ
た
の
で
、
里
人
た
ち
一
同
が
相
談
の
結
果
、
急
い
で
朝
廷 

 
 

 

に
届
け
出
た
。 

  
 

 
 

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
大
和
国
高
尾
山
に
「
小
角
行
者
」
が
お
り
、

届
け
出
を
受
け
た
朝
廷
は
「
小
角
行
者
」
を
呼
び
出
し
、
至
急
吉

備
国
阿
知
山
の
調
査
を
命
じ
た
。
命
令
を
受
け
た
「
小
角
行
者
」

は
、
四
月
三
十
日
ま
で
に
阿
知
山
の
麓
に
着
き
、
五
月
一
日
山
に

登
る
と
、
そ
の
夕
方
か
ら
天
空
が
鳴
動
し
て
、
山
内
と
麓
の
七
里

四
方
を
真
昼
の
よ
う
に
明
る
く
照
ら
し
た
。
「
小
角
行
者
」
は
、
不

思
議
な
光
に
向
か
い
、 

 
 

 
 

『
ど
う
し
て
不
思
議
な
現
象
が
起
こ
る
の
か
。
ま
た
光
の
本
体
は

何
者
だ
ろ
う
』 

 
 

 

と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
遥
か
天
空
に
声
が
あ
り
、 

 
 

 
 

『我
は
宵
ノ
明
星
な
り
。
日
本
国
中
は
も
ち
ろ
ん
、
星
の
世
界
ま 

 
 
 

で
悪
鬼
、
悪
魔
が
は
び
こ
ら
ず
、
人
々
が
栄
え
て
い
く
よ
う
に
・・
・ 

 
 
 

と
念
願
し
て
、
三
個
の
明
星
が
代
わ
る
が
わ
る
阿
知
山
に
天
下
っ 

 
 
 

て
く
る
の
だ
。
明
晩
も
ま
た
来
る
だ
ろ
う
！
』 

 
 

 
と
「
小
角
行
者
」
に
一
つ
の
玉
を
与
え
て
、
天
空
の
彼
方
に
消
え
去 

 
 

 
っ
た
。 

 
 

 
 

翌
二
日
の
夜
半
頃
に
な
る
と
、
ま
た
ま
た
天
空
が
鳴
動
し
て
光 

 
 

 

り
輝
く
と
、
今
度
は
光
が
木
の
枝
に
か
か
っ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て 

 
 

 

止
ま
っ
た
。
・
・・と
見
る
間
に
光
の
本
体
は
「
小
角
行
者
」に
玉
一
つ 
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を
与
え
た
う
え
、 

 
 

 
 

『国
中
の
人
々
が
栄
え
ま
す
よ
う
に
祈
る
！
』 

 
 

 
と
宣
言
し
て
天
空
の
彼
方
に
消
え
去
っ
た
。 

 
 

 
 

そ
う
し
た
不
思
議
な
現
象
を
つ
ぶ
さ
に
見
届
け
た
「
小
角
行
者
」 

 
 

 

は
、
阿
知
山
を
下
り
、
奈
良
の
都
に
帰
っ
て
一
部
始
終
を
孝
徳
天 

 
 

 

皇
に
報
告
し
、
光
の
本
体
か
ら
も
ら
っ
た
【
三
つ
の
玉
】を
差
し
出
し 

 
 

 

た
。
孝
徳
天
皇
は
う
や
う
や
し
く
こ
れ
を
い
た
だ
き
、
そ
の
年
の
八 

 
 

 

月
に
な
る
と
「
小
角
行
者
」
を
伴
っ
て
、
孝
徳
天
皇
自
ら
阿
知
山
麓 

 
 

 

に
来
て
【仮
ノ
御
所
】を
建
て
て
滞
在
さ
れ
た
。 

九
月
一
日
い
よ
い
よ
孝
徳
天
皇
も
阿
知
山
に
登
ら
れ
、
【宵
ノ
明 

星
】
を
待
ち
給
う
た
と
こ
ろ
、
五
月
と
同
じ
よ
う
に
天
空
が
鳴
動
し 

 
 

 

て
光
明
が
下
り
、
山
内
は
も
と
よ
り 

 
 

 

山
麓
七
里
四
方
の
一
帯
は
真
昼
の
よ 

 
 

 

う
に
明
る
く
な
っ
た
。 

 
 

 
 

小
角
の
報
告
は
聞
い
て
知
っ
て
は
い 

 
 

 

た
が
、
現
実
に
見
る
不
思
議
な
現
象 

 
 

 

に
孝
徳
天
皇
は
ま
す
ま
す
驚
愕
し
、 

 
 

 

山
上
で
礼
拝
の
日
を
送
り
、
二
日
目 

 
 

 

に
山
か
ら
下
り
、
【
宵
ノ
明
星
】か
ら 

 
 

 

頂
い
た
【
三
つ
の
玉
】に
向
か
っ
て
祈
り 

 
 

 
 

『願
わ
く
ば
、
阿
知
山
の
峯
に
水
を 

 
 
 

出
さ
し
め
給
え
！
』 

 
 

 

と
夜
も
す
が
ら
祈
願
あ
そ
ば
れ
、
三 

 

 
 

 

日
目
に
山
に
登
っ
て
み
る
と
不
思
議 

 
 

 

や
『コ
ン
』
と
清
水
が
湧
き
流
れ
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

孝
徳
天
皇
は
自
ら
体
験
し
た
明
星
の
霊
験
奇
譚
に
、
そ
れ
か
ら 

 
 

 

の
ち
は
夕
方
と
夜
中
と
明
け
方
の
三
回
は
、
必
ず
【
三
つ
の
玉
】
を

伏
し
拝
み
給
う
た
。
そ
し
て
、
山
麓
の
仮
御
所
に
ご
滞
在
さ
れ
た

の
で
、
そ
こ
を
【
御
所
が
原
】と
言
い
伝
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

孝
徳
天
皇
は
日
本
三
十
三
カ
所
の
霊
場
に
な
ぞ
ら
え
て
、
三
十 

 
 

 

三
カ
所
の
家
を
造
り
、
各
地
か
ら
参
拝
す
る
人
々
が
宿
泊
す
る 

 
 

 

宿
と
し
、
山
頂
に
は
角
木
造
り
の
神
社
を
建
て
、
銅
葺
き
の
御
殿 

 
 

 

に
【
三
つ
の
玉
】を
納
め
『
三
玉
神
』と
唱
え
た
。 

 
 

 
 

阿
知
山
の
こ
と
を
『星
居
山
』
と
命
名
さ
れ
た
。 

  
 

 
 

こ
の
こ
ろ
国
々
は
乱
れ
て
、
百
鬼
夜
行
の
有
様
で
あ
っ
た
が
、
い
つ 

 
 

 

と
な
し
に
平
和
な
世
と
な
り
、
孝
徳
天
皇
の
ご
心
痛
も
な
く
な
っ 

 
 

 

た
。 

 
 

 
 

十
月
に
な
る
と
、
孝
徳
天
皇
は
奈
良
の
都
に
お
帰
り
に
な
り
、

諸
国
に
対
し
、
一
年
に
一
度
は
星
居
山
に
参
詣
す
る
よ
う
、
勧
告

の
お
触
れ
を
出
し
、
天
皇
自
身
も
政
務
の
暇
を
み
て
は
度
々
参
詣 

 
 

 

あ
そ
ば
し
た
。 

 
 

 
 

八
度
目
に
参
詣
さ
れ
た
と
き
、 

  

三
つ
星 

人
を
め
ぐ
み
に
空
は
る
ゝ 

光
を
受
け
て
生
き
立
つ
国
々 

 
星
居
山
に
身
を
お
き
年
ゝ
に 

四
方
の
木
草
に
花
咲
く
を
み
て 

 
 

 

の
和
歌
を
残
し
て
、
正
月
十
三
日
崩
御
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

そ
の
後
歴
代
の
天
皇
の
信
仰
も
厚
く
、
聖
武
天
皇
は
三
度
も
参 

 
 

 

詣
さ
れ
、
神
亀
三
（
七
二
六
）
年
こ
の
と
き
参
詣
の
時
に
は
、
僧 

行 

 

 

＊
イ
メ
ー
ジ
図 
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基
を
同
伴
せ
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

星
居
山
由
来
記
よ
り 

  
 

 
 

こ
の
よ
う
な
伝
説
が
残
る
星
居
山
は
、
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象 

 
 

 

と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。
孝
徳
天
皇
や
聖
武
天
皇
、
行
基
も 

 
 

 

登
詣
し
た
と
さ
れ
、
法
道
仙
人 

播
磨
書
写
山
円
教
寺
（現
姫
路 

 
 

 

市
）の
性
空
も
こ
の
山
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
い
い
、
平
安 

 
 

 

時
代
初
期
か
ら
真
言
僧
が
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
ら
は
伝
説
と
思
わ
れ
る
が
、 

 
 

 

南
北
朝
初
期
に
は
、
山
頂
に
僧
堂 

 
 

 

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
江
永
源
寺 

 
 

 
 

 

（現
滋
賀
県
神
崎
郡
永
源
寺
町
） 

 
 

 

の
僧
寂
室
が
登
山
し
て
『
遊
星
擧 

 
 

 

山
僧
舎
』
と
題
す
る
詩
を
詠
ん
で 

 
 

 

い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。 

 
 

 
 

文
明
年
中
（一
四
六
九
～
八
七
） 

 
 

 

に
は
、
山
腹
に
真
言
寺
院
が
営
ま
れ 

 
 

 

て
い
た
と
伝
え
、
そ
の
後
退
転
し
て 

 
 

 

い
た
が
、
延
宝
年
間
（一
六
七
三
～ 

 
 

 

八
一
）
に
再
び
真
言
僧
が
山
上
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。 

 
 

 

「西
備
名
区
」
は
、 

 
 

 
 

此
山
近
郷
の
高
山
に
て
竜
山
、
簸
山
に
亜
く
。
此
峰
よ
り
雲
伯 

 
 
 

の
山
々
眼
下
に
見
へ
渡
れ
り
。
嶺
に
堂
宇
あ
り
。
福
一
満
虚
空
菩 

 
 
 

薩
を
安
置
す
。
正
月
十
四
日
法
式
あ
り
。
貴
賤
群
参
し
て
市
を
な 

 
 
 

せ
り
。 

 
 

 

と
記
す
。 

 
 

 
 

現
在
は
星
居
山
の
麓
は
星
居
山
森
林
公
園
と
な
っ
て
お
り
、
キ
ャ

ン
プ
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
。
登
山
道
も
整
備
さ
れ
て
お

り
、
森
林
公
園
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
コ
ー
ス
と
、
も
う
少
し
車
で
登

る
と
野
外
ト
イ
レ
の
あ
る
駐
車
場
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
か
ら
登

る
コ
ー
ス
も
あ
る
。 

  
 

 
 

頂
上
に
は
、
宝
篋
印
塔
と 

 
 

 

展
望
台
が
あ
る
。
展
望
台
に 

 
 

 

は
、 

 
 

 
 

孝
徳
天
皇
の
御
陵
所
で
あ 

 
 

 

っ
た
。
宝
篋
印
塔
は
性
空
上 

 
 

 

人
の
廟
所
と
し
て
、
寛
弘
二 

 
 

 

（一
〇
〇
五
）
年
に
建
立
。 

 
 

 

高
さ
二
・四
ｍ
で
、
石
造
物 

 
 

 

と
し
て
由
緒
あ
る
も
の
で 

 
 

 

あ
る
。
・・
・・ 

 
 

 

と
い
う
説
明
板
が
設
置
し
て
あ 

 
 

 

る
。 

         

 

 
👆 孝徳天皇 

 

👆 性空上人 

 
👆 星居山 

 

     宝篋印塔 

 

    小角行者 



4 

 

性
空
上
人
は
、
平
安
時
代
中
期
に
活
躍
し
た
天
台
宗
の
僧
で
、 

 
 

 

播
磨
書
写
山
に
入
っ
て
修
行
し
、
円
教
寺
を
創
建
し
た
。 

 
 

 
 

三
六
歳
で
出
家
し
た
後
、
西
国
各
地
で
山
岳
信
仰
を
行
っ
て
い 

 
 

 
る
の
で
、
こ
の
備
後
の
星
居
山
で
も
修
行
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

  
 

 
 

性
空
上
人
は
寛
弘
四
（一
〇
〇
七
）年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、 

 
 

 

こ
の
宝
篋
印
塔
は
そ
の
二
年
前
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

  
 

 
 

孝
徳
天
皇
の
御
廟
所
と
伝
え
ら 

 
 

 

れ
る
星
居
寺
が
あ
る
。
こ
の
寺
は 

 
 

 

孝
徳
天
皇
の
白
雉
元
（六
五
〇
） 

 
 

 

年
勃
願
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
霊 

 
 

 

跡
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

頂
上
付
近
に
は
『
此
丘
尼
庵
跡
』 

 
 

 

が
あ
り
、
五
輪
塔
の
風
輪
と
思
わ 

 
 

 

れ
る
小
さ
な
丸
い
石
と
昭
和
の
時 

 
 

 

代
に
建
て
ら
れ
た
石
造
物
が
あ
る
。 

 
 

 

西
備
名
区
や
三
和
町
誌
に
は
、
尼 

 
 

 

寺
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
か 

 
 

 

っ
た
が
、
山
頂
で
静
か
に
過
ご
し
た 

 
 

 

尼
さ
ん
が
お
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

  
 

 
 

甲
奴
町
近
隣
の
町
に
も
、
こ
の
よ 

 
 

 

う
な
伝
説
な
ど
が
残
っ
て
い
る
と 

 
 

 

こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
う
い
う 

 
 

 

不
思
議
な
・
面
白
い
お
話
し
を
、
少 

 
 

 

し
ず
つ
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

今
回
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
に
あ
る
、
不
思
議
な
伝
説
を
ご

紹
介
し
た
。
旧
三
和
町
阿
下
（
あ
げ
）
に
は
母
方
の
祖
母
が
住
ん
で

い
た
の
で
、
な
じ
み
が
深
い
。 

 
 

 
 

阿
下
は
、
北
を
星
居
山
、
南
を
高
丸
山
（七
四
七
ｍ
）
お
よ
び
そ 

 
 

 

の
支
峰
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
地
区
。
西
南
か
ら
北
東
に
流
れ
る
阿

下
川
沿
い
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

星
居
山
へ
の
登
山
口
な
の
で
、
御
所
ヶ
谷
、
坊
主
釜
な
ど
の
ほ
か
、 

 
 

 

山
深
い
と
こ
ろ
だ
け
に
木
地
師
（
き
じ
し
＊
１
）
の
居
住
跡
を
示
す 

 
 

 

雉
屋
な
ど
の
地
名
が
み
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

小
さ
い
頃
、
何
気
な
く
祖
母
が
言
っ
て
い
た
地
名
に
は
、
こ
ん
な 

 
 

 

意
味
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
感
慨
深
い
。 

 
 

 
 

新
緑
・紅
葉
な
ど
季
節
で
楽
し
め
る
山
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
足
を 

 
 

 

伸
ば
し
て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。 

≪

用
語
解
説≫

 

●
木
地
師:

ろ
く
ろ
を
使
っ
て
、
椀
や
盆
な
ど
木
工
加
工
品
を
作
る
職
人 
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考
資
料
】 

 
 

 

・三
和
町
誌 

 
 

・星
居
山
由
来
記 

 
 

・西
備
名
区 

 
 

    比丘尼庵跡     星居寺 

 

 

右
の
写
真
：
山
頂
の
展
望
台
と
宝
篋
印
塔 

 

右
の
写
真
：
山
頂
か
ら 

の
眺
め 

右
の
写
真
：
尼
庵
跡 

の
石
造
物 
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こ
こ
は 

 

 

で
し
ょ
う 

 

昭和５０年代の甲奴町のある地区の写真です。ちょっと広範囲なので、難しい 

かもしれません・・・。 ＊答えは最後に。 

 

こちらも昭和５０年代の甲奴町のある地区の写真です。よく見ると、わかりますよ。 

＊答えは最後に。 
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郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら 

《
あ
あ
、
懐
か
し
の
甲
奴
・
・
・
》
其
の
七 

  
 
 

㈱
菁
文
社
さ
ん
が
発
行
さ
れ
て
い
た
郷
土
誌
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
か
ら
、
甲
奴
町
関
連
の
資
料
で
、
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
了
承
を
受
け
た
記
事

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

今
回
は
懐
か
し
い
校
舎
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【甲奴郡 小童小学校 私たちの学校】 

昭和五十（一九七五）年第六号 ㈱菁文社「げいびグラフ」より 

 

 懐かしい木造校舎の小童小学校。 

 昭和５０年の記事ですが、この頃から児童数が減ってきていると書か

れています。 

 人数が少なくても、全校児童でゲームなどをする誕生日会を行った

り、掃除も１年生から６年生まで１２班にわけて行ったり。『助け合い

ながら楽しい学校』にすることを目標に、今日もがんばっています。と

言葉に、今の小童小学校につながっていく『力強さ』を感じました。 
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【
わ
が
母
校 

甲
奴
町
広
定
中
学
校
】
近
藤 

範
二
（
小
童
公
民
館
長 

当
時
）
平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
第
五
五
号 

㈱
菁
文
社
「
げ
い
び
グ
ラ
フ
」
よ
り 
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重
岡
山
遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
に
参
加
し
て 

  
 

 
 

二
月
二
三
日
（祝
日
）
に
、
三
次
市
大
田
幸
町
に
あ
る
『重
岡
遺 

 
 

 

跡
』の
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
に
参
加
し
た
。 

 
 

 
 

三
次
市
教
育
委
員
会
は
、
昨
年
の
十
一
月
よ
り
発
掘
調
査
を
行 

 
 

 

っ
て
き
た
。
こ
の
重
岡
山
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
中
期
後
半
（今
か
ら 

                    

 
 

 

約
二
〇
○
○
年
前
）
と
古
墳
時
代
後
期
（今
か
ら
約
一
四
○
○
年 

 
 

 

前
）
の
遺
構
や
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
北
調
査
区
と
南
調
査
区 

 

 
 

 

の
二
つ
あ
り
、
今
回
実
際
見
ら
れ
た
の
は
南
調
査
区
。 

 
 

 
 

下
の
写
真
『竪
穴
建
物
３
』 

 
 

 

と
、
左
の
写
真
『土
坑
１
』 

 
 

 

は
ど
ち
ら
も
古
墳
時
代 

 
 

 

か
ら
古
代
の
遺
構
で
あ
る
。 

 
 

 
 

こ
ち
ら
か
ら
は
須
恵
器
の 

 
 

 

破
片
や
か
ま
ど
跡
、
建
物 

 
 

 

の
柱
の
穴
な
ど
が
発
掘
さ 

 
 

 

れ
た
。 

 
 

 
 

そ
の
奥
に
は
弥
生
時
代 

 
 

 

の
建
物
跡
が
あ
る
。
竪
穴 

 
 

 

建
物
跡
の
周
り
に
は
、
柱 

 
 

 

の
穴
が
あ
り
、
立
て
た
柱 

            

 

重岡 重岡山遺跡 
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を
、
中
心
で
合
わ
せ
る
『
竪
穴
住
居
』に
近
い
も
の
の
よ
う
。
（図
） 

  
 

 
 

北
東
向
き
の
緩
や
か
な
斜
面 

 
 

 
に
集
落
が
築
か
れ
、
弥
生
時
代 

 
 

 

の
建
物
は
上
か
ら
見
て
円
形
、  

 
 

 

古
墳
時
代
の
建
物
は
上
か
ら 

 
 

 

見
て
長
方
形
を
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

須
恵
器
・土
師
器
・弥
生
土 

 
 

 

器
な
ど
が
見
つ
か
り
、
竪
穴 

 
 

 

建
物
３
か
ら
は
、
磨
製
石
斧 

 
 

 

鉄
滓
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代 

 
 

 

ま
で
、
五
○
○
年
の
間
が
あ
る 

 
 

 

そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
場
所
が 

 
 

 

生
活
し
や
す
い
場
所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 

           

季
節
の
こ
と
ば ≪

 

七
十
二
候 ≫

 

  
 

 
 

季
節
の
春
夏
秋
冬
を
ま
ず
二
十
四
節
季
に
分
け
、
そ
れ
を
ま
た

七
十
二
候
に
分
け
、
昔
の
人
は
そ
う
や
っ
て
四
季
を
感
じ
て
そ
の

時
々
に
似
合
っ
た
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

暑
い
夏
で
も
季
節
は
『
秋
』
。
秋
の
こ
と
ば
を
紹
介
。 

  
≪

寒
蝉
鳴
（
ひ
ぐ
ら
し 

な
く
）≫

 

八
月
十
二
日
頃 

 
 

 
 

『カ
ナ
カ
ナ
』
と
甲
高
く
ひ
ぐ
ら
し
が
啼
き
始
め
る
頃
。 

 
 

 
 

日
暮
れ
に
響
く
虫
の
声
は
、
一
服
の
清
涼
剤
。 

 
 

 
 

 

≪

蒙
霧
升
降
（
ふ
か
き 

き
り 

ま
と
う
）≫

 
 

八
月
十
七
日
頃 

 
 

 
 

 

深
い
霧
が
ま
と
わ
り
つ
く
よ
う
に
立
ち
込
め
る
頃
。 

 
 

 
 

 

秋
の
「霧
」に
対
し
て
、
春
は
「霞
」と
呼
ぶ
。 

 
 

 
 

 

 

≪
天
地
始
粛
（
て
ん
ち 

は
じ
め
て 

さ
む
し
）≫

 
 

八
月
二
十
八
日
頃 

 
 

 
 

 

天
地
の
暑
さ
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
始
め
る
頃
。 

 

 

 

 

【
参
考
資
料
】・
㈱
島
田
組 

重
岡
山
遺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料 
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「粛
」
は
縮
む
、
し
ず
ま
る
と
い
う
意
味
。 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

左
の
表
の
よ
う
に
、
春
夏
秋
冬
と
季
節
ご
と
に
分
か
れ
て
い
ま 

 
 

 
 

す
。 

 
 

 
 

 
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、
少
し
手
を
休
め
て
、
季
節
の
移
ろ
い
を 

 
 

 
 

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

 

                    

 
 

日
本 

災
害
の
歴
史 

   
 
  

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
二
年
。
平
成
三
十
年
災
か
ら
五
年
経 

 
 

 

と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
日
本
の
ど
こ
か
で
大
雨
・洪
水
、
竜 

 
 

 

巻
な
ど
の
災
害
に
み
ま
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

記
録
の
残
っ
て
い
る
飛
鳥
時
代
よ
り
、
日
本
は
様
々
な
災
害
に 

 
 

 

あ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
『
防
災
』『
減
災
』
と
叫
ば
れ
て
い 

 
 

 

る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
起
こ
っ
た
災
害
に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う 

 
 

 

と
思
い
ま
す
。 

  

【
白
雉
三
（
六
五
二
）
年 

難
波
の
大
洪
水
】 

 
 

 
 

日
本
書
紀
巻
二
五
・孝
徳
天
皇
、
夏
四
月
丁
末
（
四
月
二
十
日
） 

 
 

 

に
『
自
於
此
日
初
、
連
雨
水
至
于
九
日
、
損
壌
宅
屋
傷
害
田
苗
、 

 
 

 

人
及
牛
馬
溺
死
者
衆
』と
あ
る
。
つ
ま
り
、
四
月
二
十
日
（新
暦
五 

 
 

 

月
二
七
日
）
か
ら
九
日
間
に
わ
た
っ
て
連
日
雨
が
降
り
、
洪
水
に 

 
 

 

よ
っ
て
宅
屋
は
損
壊
し
、
稲
の
田
や
苗
は
傷
つ
け
れ
ら
た
。
人
や 

 
 

 

牛
馬
の
溺
死
し
た
者
は
多
い
。
と
あ
る
。
洪
水
の
被
害
を
述
べ
た 

 
 

 

最
初
の
記
録
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

  
 

 
 

当
時
、
孝
徳
天
皇
が
宮
殿
を
置
い
た
難
波
長
柄
豊
碕
宮
（
な
に 

 
 

 
わ
の
な
が
ら
の
と
よ
さ
き
の
み
や
）
は
、
現
在
の
大
阪
市
中
央
区
に
あ
り
、 

 
 

 
そ
の
北
西
に
瀬
戸
内
海
を
経
由
し
、
国
内
各
地
へ
物
資
を
運
ぶ 

 
 

 

物
流
の
拠
点
と
し
て
難
波
の
津
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

そ
の
点
か
ら
、
こ
の
損
傷
し
た
宅
屋
と
は
、
農
民
の
家
だ
け
で
な 

 
 

 

く
、
難
波
の
津
の
物
流
業
者
の
倉
庫
や
家
、
港
湾
関
係
者
の
家
々 
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ま
た
長
柄
豊
碕
宮
周
辺
の
官
人
（
役
人
）の
家
、
役
所
の
諸
用
品 

 
 

な
ど
を
扱
う
店
な
ど
、
上
町
台
地
の
高
台
に
あ
る
宮
殿
や
豪
族
の 

 
 

館
を
除
け
ば
、
そ
れ
ら
も
損
壊
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
死
亡
者
の 

 
 

多
い
も
の
農
民
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
犠
牲
に
な
っ
た
の
で 

 
 

あ
ろ
う
か
。
こ
の
洪
水
は
、
古
来
か
ら
氾
濫
を
繰
り
返
す
、
淀
川
に 

 
 

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

                
 

 
 

洪
水
だ
け
で
な
く
、
平
安
時
代
に
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７・４
と
推
定 

 
 

 

さ
れ
る
大
地
震
で
、
京
都
は
大
被
害
に
あ
っ
た
。
特
に
京
都
白
河 

 
 

 

あ
た
り
が
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 

 
 

今
も
昔
も
、
日
本
は
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
遭
っ
て
来
た
の
で
す
。 

 

【参
考
資
料
】・防
災
情
報
新
聞 

甲
奴
の
石
造
物
紀
行 

＝
福
田
下
＝ 

 
 

 
 

福
田
か
ら
西
谷
へ
行
く
道
に
、
小
さ 

 
 

 

な
石
で
作
っ
た
祠
が
あ
り
、
そ
の
中
に 

 
 

 

馬
頭
観
音
・牛
馬
供
養
碑
と
地
蔵
さ 

 
 

 

ん
が
お
ら
れ
る
。
俗
名
と
し
て
原
の 

 
 

 

薬
師
さ
ん
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

き
れ
い
な
花
を
供
え
て
あ
り
、
近
く 

 
 

 

の
人
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

＊
イ
メ
ー
ジ
図 

 

    難波長柄豊碕宮の模型 

こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
？
の
答
え
で
す
。 

昭
和

年
の
場
所
は
【品
】と
【塩
貝
】で
し
た
。 

事
務
局
よ
り 

 

・会
員
募
集
中
で
す
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

 

・
会
の
運
営
や
研
修
内
容
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
質
問
何
で
も

結
構
で
す
の
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・昔
の
話
や
地
区
の
行
事
な
ど
、
ご
寄
稿
・お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

・
古
い
写
真
や
資
料
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
「甲
奴
郷
土
史
だ
よ
り
」へ
登
載
し
て
い
き
ま
す
。 

 
・出
品
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、
責
任
を
持
っ
て
返
却
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

連
絡
先 

鶴
本 

節
子
（カ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎
〇
八
四
七-

六
七-

三
五
三
五 

 

 

 

 


